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要保冷物の海外拠点等への輸送においては、通関における数日レベルの輸送遅延とそれに起因す

る温度逸脱、また、その問題に対応するための高額な輸送費が大きな課題となっている。

本事業では、ツインカプセラが開発した小型超高性能断熱保冷容器の保冷性能のを倍増させ、「低コ

ストかつ確実な国際保冷輸送」を実現することを目指す。

上記目的を達成するために、断熱保冷容器の性能向上と機能向上を実現するためのコンセプトにつ

いて、設計、試作、試験、実証実験等を実施する。

保冷容器のサイズを大きくすれば保冷性能の向上は可能であるが、輸送コスト増に繋がるため、保

冷容器サイズを小型（体積１～２Ｌ程度）に維持したまま、保冷性能を自社断熱保冷容器の２倍以上（約

７日以上）というこのサイズで前例のない高性能化を実現するため、必要となる技術要素の開発を実施

するとともに、製品への実装を行う。

作成/更新：２０２３年１０月

国際輸送も可能となる保冷性能倍増に成功！
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スリム型“超”断熱保冷容器

当初の計画どおり、保冷性能を倍増させるための保冷容器の設計、試作、性能確認試験等を実施した

結果、体積1.3Lで保冷性能約３日であった自社既存断熱保冷容器に対して、体積がほぼ同等（1.7L）で、

保冷性能を２倍以上の7.5日（温度帯により、最大11日以上））に向上させることに成功した。

確実な国際保冷輸送には、7日以上の保冷性能が必要とされているが、NEP事業を通じてこのチャレン

ジングな目標を達成できたことから、今後、これまで困難であった「低コストかつ確実な国際保冷輸送」

が新たなサービスとして実現されることが期待される。


